
（別紙３）

～ 令和 8 年 2 月 28 日

（対象者数） 31 （回答者数） 31

～ 令和 8 年  3 月 14  日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個々の成長や進捗度に合わせた個別での活動にも力を入れて

いきながら、それぞれがそれぞれの自立に向けて進めるよう

な支援環境を整えていく。

2

より一層学校と連携を図り、家庭ｰ学校ｰ事業所間の支援につ

いての話し合い、連携、共有を図っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

相談支援事業所等から情報を得ながら、横との繋がりの幅を

広げていく。

2

地域を含めてのイベント等を催したりと、地域との連携を深

めていく。

3

○事業所名 　グロース水川

○保護者評価実施期間
令和 8 年 2 月 10 日

○保護者評価有効回答数

令和 8 年 3 月 2  日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和 8 年 3 月 25  日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

就学前の事業所や卒業後の福祉サービスとの連携がないこと。 児童発達支援の理解が少ないところ、また実例がなく、繋がり

も乏しい点。

地域との連携が少なく、地域に開かれた事業所運営とはなって

いないこと。

事業所内で完結してしまっていることが多く、児童館や児童ク

ラブ等との連携が少ない点。

活動の内容を幅広く設けて、個々のニーズに適した支援をして

いること。

活動の中に「自立に向けた」という一貫性を持たせながらも、

活動内容には幅広い経験が出来るように、療育内容やイベント

に工夫をしている。

保護者や学校との密な連携、柔軟な対応を行っていること。 保護者や学校に当事業所を理解してもらいながら、それぞれに

柔軟に対応出来るような体制、考え方を持ち、実行に移してい

る。

事業所における自己評価総括表公表


